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中学3年生向けの体験入学が、８／９（木）にほぼ一日

をかけて行われました。中学生の他に、保護者、中学校の

先生、関係者、マスコミの方を含めて、130名以上の参

加。近年にない大盛況でした。午前中は、多部制・単位制

新高校のしくみを説明しました。午後は、工業科希望生徒

についてはグループに分かれて、機械実習、ＣＡＤ操作。

普通科希望生徒は、自分に合った時間割の作成を行いまし

た。
午後から気温がグングン上昇した一日で

したが、中学生も職員も汗だく。嬉しかっ

たことは、全ての生徒が熱心に聴いてくれ

て、最後まで真剣に取り組んでもらえたこ

と。「来年新高校に入学したい」と言って

もらえたこと。保護者の方から、「新高校

のしくみがよくわかった。安心しました」

という声が聞けたことです。2学期には、さ

らに中学生、地域へむけて新高校の情報を

発信していく予定です。（増田）
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プログラムを組んで車を走らせ

る実習も行いました（工業科）

自分の進路に合わせた時間割を

作ります（普通科）

学校長挨拶 ～工業科設置が正式決定されました～
夏休みも終わり、学校に生徒の活気が戻ってまいりました。夏休み中は、多くの生徒が、クラブ活動・生徒会活動・各

種検定・就業体験・補習など活動を行っていました。始業式では、一回り大きく成長した生徒の姿が見られ、今後の活

躍が大いに期待できます。また、２学期には、箕工祭・強歩大会等、地元の皆様にご協力いただかなくてはならない行

事があります。よろしくお願いいたします。

さて、高校改革プランですが、新高校名につきましては、８/６の箕輪工業高校の未来を育てる会において、多くの方

々から貴重なご意見をいただきました。今後、校内・学校関係・育てる会の皆様と検討を行い、9月上旬には候補案と

して提示したいと考えております。

また、８/９の長野県教育委員会では、新高校への工業科設置が正式に決定されました。これも、ひとえに皆様方の

温かいご支援の賜物と感謝申し上げます。学科名は「クリエイト工学科」となります。既存の機械・電気・情報・環
境の４分野に加え、「電子計測制御」「３次元CAD」「ロボット工学」「工業デザイン」など「ものづくり」の学習に先端情報

技術を付け加え、学習を行います。教育課程の最終決定には、今しばらく時間がかかりますが、近日中には、ご報告

させていただきます。今後ともご支援のほどお願い申し上げます。



箕輪工業高校の情報が満載。是非、一度ご覧下さい。

学校に対するご意見・ご要望は minoko@nagano-c.ed.jp

または ℡0265-79-2140（代表）

教頭鈴木までお願いいたします。

http://www.nagano-c.ed.jp/tabusei/
２０年度より始まる「多部制単位制課程」についての詳細はこちらをご覧下さい。

８月６日（月）今年度の第１回学校評議員

会が開催されました。評議員会では、評議

員の依嘱に次いで、学校から今年度の学校

教育目標の説明や多部制単位制高校設立

に向けた中間報告がおこなわれ、これに対

して評議員の皆様から様々なご意見やご提

言をいただきました。

今後はこれらをふまえながら、本校の教

育活動や新高校づくりに取り組んでいきた

いと考えています。なお今年度の学校評議

員は次の方々です。（敬称略）

平澤豊満（箕輪町長）

唐沢一昭（㈱冨士工業工場長）

黒河内将裕（木下区長）

野口武司（信州豊南短大教授）

北原秀樹（箕輪中学校長）

丸田晃（同窓会長）

齋藤実（ＰＴＡ会長）

川添久美（ＰＴＡ副会長）

本年度も、県教委主催の「ずく出せ修業」就業体験が計画され、本校では50

名の生徒が夏季休業を利用して5日間の日程で企業・施設・保育園等のご協力

のもと、様々な就業体験を行いました。

期間中、額に汗しながら黙々と工場で働く姿、緊張した面持ちでホテルのフ

ロントに立つ姿、園児たちに囲まれてにこやかに接している姿、等々を目にす

ることができました。この体験を通して、生徒一人ひとりが勤労観・職業観を

養い、より明確に目的意識を持って将来を見通した生活ができるようになって

くれればと願っているところです。

7月30日（月）から8月1日（水）の

3日間、本校の総合工学科の生徒

4名が日本工業大学で研修を受

けました。

「地球環境と人間社会」などの講

義や、「植物油からのバイオディー

ゼル油製造」などの実験に参加し

ました。大学の卒業研究生と同じ

テーマの研修で、高校生にとって

は難しい課題ですが、4名ともしっ

かり取り組んでいました。

アーク溶接技能特別教育
小型車両系建設機械運転業務特別教育

フォークリフト運転技能講習

資格取得

夏休みに入ってから、アーク溶接技能特別教育（7月28、

29日）、小型車両系建設機械運転業務特別教育（7月31日、8

月1日）、フォークリフト運転技能講習（8月2、3日）が行わ

れました。暑い日差しが照りつける中、多くの生徒が懸命に

資格取得に挑む姿が見られました。

学校評議員会

箕工の工業科の活動を支えていただいている

箕工産振の総会が8月10日（金）に開催されま

した。総会では事業・予算報告の承認が行わ

れ、学校側からは、新高校についての説明をは

じめ、高大連携事業の成果や、産振のご協力に

より、生徒の進路保障のめどが立っていること

などが報告されました。


